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令和7年（2025年）12月1日

今冬の気象状況について
・寒候期予報（12月～2月）

段階的に発表される気象情報の紹介
・顕著な大雪に関する気象情報

・降雪量予想（毎日発表）

・今後の雪（毎時発表）

令和７年度 雪害対策等マスメディア説明会
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資 料 １



太平洋赤道域の海面水温（10月）

海面水温図の太線は5℃毎、細線は1℃毎の等値線を示す。平年偏差図の太線は1℃毎、細線は0.5℃毎
の等値線を示す（平年値は1991〜2020年の30年平均値）。

図 2025年10月 海面水温図（上）及び平年偏差図（下）

太平洋赤道域
の海面水温は、

西部で
平年より高く、

中部から東部に
かけて

平年より低い。

エルニーニョ監視速報（No.398）  <監視・予測資料> 
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平常

エルニーニョ監視海域の海面水温基準値との差の予測

エルニーニョ等監視海域

西太平洋熱帯域インド洋熱帯域 エルニーニョ監視海域
・エルニーニョ現象：NINO.3海域の月平均海面
水温の基準値（その年の前年までの30年間の各
月の平均値）との差の5カ月移動平均値が6カ月
以上連続して＋0.5℃以上になった場合。
・ラニーニャ現象：同じく5カ月移動平均値が6カ
月以上連続して-0.5℃以下になった場合。

「基準値」：海面水温の前年までの30年間の各月の平均値
モデルによる予想結果（70%の確率で入ると予想される範囲）
をボックスで示す。

図1 エルニーニョ監視海域の監視指数（海面水温の
基準値との差）の5か月移動平均値の経過と予測

エ
ル
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ー
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エルニーニョ監視指数の確率予測
（予測期間：2025年9月～2026年3月）

エルニーニョ監視指数の経過と予測

図2 5か月移動平均値が各カテゴリーに入る確率(％)

ラ
ニ
ー
ニ
ャ

今後、冬の前半にかけてラニーニャ現象に近い状
態が続く。しかし、その後は急速に解消するため、
ラニーニャ現象の発生には至らず、春のはじめにか
けて「平常の状態が続く可能性が高い（80％）」
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2月の天候の特徴1月の天候の特徴12月の天候の特徴北陸地方
降雪量平年比％

北陸地方
気温平年差℃期間

冬型の気圧配置は長続きしなかったが、
一時的に大雪となった。中旬以降は、
南から暖かい空気が流れ込んだ。

一時的に冬型の気圧配置が強まり、
所々で大雪。曇りや雨または雪の日
が多く、寡照。

冬型の気圧配置は長続きせず、月
を通して寒気の影響は小さく、か
なりの高温、かなりの少雪。

74
（少ない）

+1.0
（高い）

2015/12
～ 2016/2

周期的に冬型。一時的に強い寒気流入
で大雪となった所もあった。

上旬と下旬後半は周期変化で冬型続
かず。中旬は一時的に冬型が強まり
山沿いを中心に大雪。

冬型の気圧配置は長続きせず、少
雪。

68
（少ない）

+0.5
（高い）

2016/12
～ 2017/2

前半は冬型の日が多く、強い寒気が入
り、平地を含めて各地で大雪。その後
は周期変化。

冬型の日が多く、中旬以降は強い寒
気が断続的に入り、平地も含めて各
地で大雪。

冬型の日が多く、中旬と下旬は冬
型が強まり大雪となった所があっ
た。

200
（かなり多い）

-1.3
（低い）

2017/12
～ 2018/2

冬型は長続きせず、かなりの少雨、少
雪。

冬型が多かったものの、強い寒気は
一時的で、かなりの少雪。

周期的に冬型。下旬の後半は冬型
の強まりで大雪となった所があっ
た。

41
（かなり少ない）

+0.7
（高い）

2018/12
～ 2019/2

強い寒気の南下は一時的で、暖かい空
気に覆われたため、かなりの高温、少
雪。

冬型の気圧配置は一時的で雪の日は
少なかった。寒気の南下が弱く、暖
かい空気に覆われたため、かなりの
高温、かなりの少雪。

冬型の気圧配置は長続きせず、月
を通して寒気の影響は小さく、か
なりの高温、かなりの少雪。

11
（かなり少ない）

+2.0
（かなり高い）

2019/12
～ 2020/2

寒気の影響は弱く、中旬以降は高気圧
に覆われた日が多かった。低気圧に向
かって暖かい空気が流れ込んだ日もあ
り、かなりの高温、かなりの多照。

上旬は冬型の気圧配置が多く、中旬
から下旬にかけて低気圧と高気圧が
交互に通過する周期変化。かなりの
多雨。

冬型の気圧配置が続きやすかった。141
（多い）

+0.3
（平年並）

2020/12
～ 2021/2

冬型の気圧配置が強く、低温・多雪で
記録的な積雪も。

冬型の気圧配置続かず、低温、多
照・少雪。

下旬を中心に強い寒気が流れ込み、
多雪。

124
（平年並）

-0.5
（低い）

2021/12
～ 2022/2

寒気の影響が弱く、高温・多照・少雪。冬型の気圧配置続かず、高温・多照。
中頃からは強い寒気が流れ込み、
低温・かなりの多雨・寡照・かな
りの多雪。

92
（平年並）

+0.1
（平年並）

2022/12
～ 2023/2

冬型の気圧配置は長続きしなかった。
中旬は晴れた日が多く、暖かい空気が
流れ込みやすかった。かなりの高温・
かなりの（記録的）少雪。

冬型の気圧配置は長続きせず、寒気
の影響は弱かったため、かなりの高
温・多照・少雪。

天気は数日の周期で変わった。後
半には強い寒気が入り記録的な大
雪となった所もあった。高温・多
雨・多雪。

58
（少ない）

+1.4
（かなり高い）

2023/12
～ 2024/2

冬型の気圧配置が続きやすく、2度の
寒波により大雪となった。
低温・寡照・多雨・かなりの多雪。

冬型の気圧配置は長続きせず、低気
圧の影響を受けた。かなりの（記録
的）多照となった。高温・多雨・少
雪。

冬型の気圧配置が現れやすく山地
を中心に雪が降った。低温・かな
りの寡照・かなりの多雨・少雪。

113
（平年並）

-0.2
（平年並）

2024/12
～ 2025/2

エルニーニョ

エルニーニョ

ラニーニャ

ラニーニャ

エルニーニョ

4

近年の北陸地方冬の特徴（エルニーニョ/ラニーニャ現象の発生状況）
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地球温暖化の影響等により、全球で大気
全体の温度が高いでしょう。
期間の前半を中心に、ラニーニャ現象に近
い状態となるため、海面水温は太平洋赤
道域の中部から東部では低い一方、西部
で高いでしょう。また、インド洋熱帯域では、
期間を通して西部で低いでしょう。このため、
フィリピン付近を中心に積乱雲の発生が多
い一方、太平洋赤道域の日付変更線付
近とインド洋西部では少ないでしょう。
上空の偏西風は、ユーラシア大陸で北に蛇
行し、日本付近では南に蛇行するものの、
平年と同様の位置を流れるでしょう。シベリ
ア高気圧は北東側で弱く、南東側への張り
出しはやや強い時期があるでしょう。
これらのことから、フィリピン付近に向かって北
寄りの季節風が強く、東・西日本太平洋側
と沖縄・奄美を中心に低気圧の影響を受
けにくいでしょう。一方、北日本日本海側を
中心に、低気圧の影響を受ける時期があ
るでしょう。

数値予報結果をもとにまとめた予想される海洋と大気の特徴

冬（12～2月）の予想される海洋と大気の特徴
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寒候期予報（１２～２月） 北陸地方

予報のポイント
• 向こう３か月の気温、降水量、降雪量は、ほぼ平年並の見込みです。



この期間の注意点等 北陸地方
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12月は冬型の気圧配置の影響を受けにくい予想ですが、その後は
平年でも冬型の気圧配置となり寒気が強まりやすくなる時期です。
一時的に強い寒気が流れ込んで、大雪となる可能性があります。
最新の気象情報に留意してください。

大雪による着雪害
令和4年12月19日～20日、 令和5年12月22日～23日に、2
年続けて県内で発生しました。樹木等への着雪により、雪の重みで
樹木が倒れて道路を塞いだり、電線を切断するなど停電が発生する
ことがありますので、注意が必要です。



１か月予報：毎週木曜日 14時30分
次回は12月4日

３か月予報：次回は12月23日（火）14時

・常に最新の予報をご利用ください。
・12月の予報については、新しい資料による次回以降の１
か月予報を適宜ご利用ください。

次回発表予定など
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大雪に対す る緊急発表
（国交省と共同）

大雪特別警報大雪特別警報

早期注意情報
（警報級の可能性）
早期注意情報
（警報級の可能性）

大雪の
半日～数時間前

大雪の数時間
～2時間程度前

雪の降り方が一層
激しくなり、記録的
な大雪のおそれが
ある

広い範囲で
数十年に一度の

大雪

大雪となる

大雪の数日～
約１日前

大雪の可能性が
高くなる

大雪警報大雪警報

大雪注意報大雪注意報

大雪警報に切り替える
可能性が高い

大雪注意報
大雪警報に切り替える
可能性が高い

大雪注意報

大雪に関する気象情報
（概ねの対象地域や予想降雪量を示して、
大雪となる可能性を共有）

気象状況

大雪に関する気象情報
（大雪に対する警戒を呼びかけ）

顕著な大雪に関する気象情報
（短時間の大雪に対する一層
の警戒を呼びかけ）

見出し文のみの短文形式情報

重大な災害の発生する可能
性が高まり、一層の警戒が必
要となるような短時間の大雪
となることが見込まれる場合

他機関との連携

記者会見
（大雪により社会的に影響が大きいと予想
される場合に実施）

記者会見
（大雪に対する最大級の警戒を呼びかける
ために実施）

大雪による被害

・立ち往生車両の発生
・農業用ハウスや簡易
的な建物の倒壊

・高速道路の通行止
・交通機関の運休

・幹線道路の通行止
・孤立集落の発生

・鉄道の間引き運転
（少雪地）

・住宅の倒壊

・大規模な交通渋滞

状況に応じ随時関係機関と
協議して報道対応など実施
状況に応じ随時関係機関と
協議して報道対応など実施

大雪に関する気象情報
（大雪に対する厳重な警戒
を呼びかけ）

降雪が大雪警報の基準を
大幅に上回る場合や、普段
雪の少ない地域で大雪警報
級の降雪が予想される場合

14日前～６日前 早期天候情報早期天候情報
気象庁の情報・対応

（大雪に対する一層の警戒を呼びかけ）

大雪に関する早期天候情報＜冬季の日本海側＞
（その時期としては10年に1度程度しかおきないような著しい
降雪量となる可能性が高まっているときに注意を呼びかけ）

大雪のおそれに応じて段階的に発表される気象情報と対応
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「顕著な大雪に関する気象情報」発表の例文

顕著な大雪に関する石川県気象情報 第○号
令和◇年××月××日△△時△△分 金沢地方気象台発表
（見出し）
金沢では、○日○時までの６時間で○○センチの顕著な降雪
を観測しました。この強い雪は○日昼過ぎにかけて続く見込み
です。加賀の平地では、大規模な交通障害の発生するおそれ
が高まっています。
（本文）
なし
=

10



金沢地方気象台ホームページ（石川県降雪量予想を掲載）
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金沢地方気象台ホームページアドレス
https://www.data.jma.go.jp/kanazawa/

降雪が見込まれる時期が来ましたら、バナーを掲載します

金沢地方気象台HPのトップページに、
リンクバナーを準備しています。
こちらから、「石川県降雪量予想」ページ
にアクセスできます。



石川県降雪量予想のページ

発表の形式（０６時と１６時のフォーマットは同じです）発表の形式（０６時と１６時のフォーマットは同じです）

０６時 と １６時に発表

06時発表例 16時発表例
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今後の雪
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早期天候情報
https://www.data.jma.go.jp/cp
d/souten/?reg_no=21

2週間気温予報
https://www.data.jma.go.jp/c
pd/twoweek/?fuk=56

石川県の天気予報
https://www.jma.go.jp/bosai/f
orecast/#area_type=offices&ar
ea_code=170000

1か月予報
https://www.jma.go.jp/bosai/
season/#area_type=offices&a
rea_code=170000&term=1mo
nth

3か月予報
https://www.jma.go.jp/bosai/s
eason/#area_type=offices&are
a_code=170000&term=3month

各情報へのリンク
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今後の雪
https://www.jma.go.jp/bosai/
snow/#zoom:9/lat:36.700356
/lon:136.897888/colordepth:n
ormal/elements:snowd

防災気象情報の活用をお願いいたします

石川県の府県気象
情報
https://www.jma.go.jp/bosai/i
nformation/#area_type=offices
&area_code=170000&format=ta
ble

金沢地方気象台
ホームページ
https://www.data.jma.go.jp/ka
nazawa/



防災気象情報の活用をお願いいたします
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復旧・復興を止めない
除雪の取組

今冬の取組

資料２



～関係機関との連携強化～

■能登地域冬期道路交通確保情報連絡本部会議

●構成機関 令和６年１１月２１日設立

・石川県
・輪島市、珠洲市、七尾市、穴水町、能登町、志賀町
・石川県警察本部
・気象庁金沢地方気象台
・国土交通省 北陸地方整備局

金沢河川国道事務所(事務局)、 能登復興事務所
・自衛隊（オブザーバー）

■災害対策基本法に基づく車両移動訓練

能登地域情報連絡本部会議（令和6年11月21日）

車両移動装置の使用 簡易チェーン設置訓練

○ ３機関合同による車両移動訓練を実施。

「冬期道路交通確保情報連絡本部」による連携強化 【継続】

○令和６年度は「能登地域冬期道路交通確保情報連絡本部会議」を設立し、関係機関が得た情報の一元化を図り、能登
地域の交通障害を未然に防ぐ体制を構築（昨冬では41回実施）

○令和７年度も引き続き、情報連絡本部会議の密な実施により関係機関との連携、情報共有の強化を図る



○冬期走行の安全確保、および除雪作業の迅速化を図るため、線形改良を実施

○令和７年度は集中工事を行うなどにより、降雪期までに線形改良を実施し（１５箇所）、除雪体制強化

除雪体制の強化（道路線形改良） 【追加】

線形改良工事 １５箇所

■線形改良の事例■線形改良実施箇所

穴水IC
あなみず

越の原IC
こし はら

25.0kp

能登大橋

20.0kp
鹿島橋

別所岳SA
べっしょだけ

15.0kp

小牧橋

横田IC
よ こ た

熊木川橋

5.0kp

10.0kp

豊川橋

豊田橋

土川橋

0.0kp
徳田大津IC

と く だ お お つ E41

E86

E41

1.0kp

14.7kp

16.3～16.4kp
15.6～15.7kp

17.6kp

19.0kp

能登大橋背面

22.6kp

21.2kp

5.4～5.9kp

10.3kp
11.7kp

13.8kp

1.9kp

2.4kp

仮橋架設

大規模
崩落箇所

線形改良前

線形改良後

14.7kp付近



○令和７年度は線形改良の進捗を踏まえ、令和６年度に設置した融雪設備等を最適な配置に見直すとともに、縦断線形

が厳しい箇所については、新たにロードヒーティングを増強

○直轄の除雪基地では除雪機械を新たに増強し、除雪体制を強化（令和６年度 １７台増強＋令和７年度 １台増強※）

除雪体制の強化（融雪装置の再配置・除雪機械の増強） 【追加】

凍結防止剤散布装置（線形不良箇所）遠赤外線ヒータ（ＩＣ付近）

■融雪設備の配置

・縦断線形が厳しいランプ部では、新たにロードヒーティングを設置

※除雪ドーザを１台増強。

別所岳SA
べっしょだけ

高田IC
たかた

西山IC
にしやま

西山PA
にしやま

と く だ お お つ

七尾市
な な お

E41

10.0kp

20.0kp

25.0kp

直津IC
ただつ

和倉IC
わくら

穴水町

あなみずまち

越の原IC
こし はら

横田IC
よ こ た

徳田大津IC
と く だ お お つ E41

E86

E41

穴水IC
あなみず

能登大橋

小牧橋

豊川橋

熊木川橋

豊田橋

鹿島橋

土川橋

徳田大津
JCT

0.0kp

5.0kp

15.0kp
12.1kp【仮橋】
2台

14.0kp【仮橋】
2台

14.7kp【仮橋】
2台

16.8kp【仮橋】
2台

25.4kp【ＩＣ切回し道路】
急勾配箇所 1台 24.1kp【能登大橋A1】

急勾配箇所 1台

10.9kp【横田IC】
急勾配箇所 1箇所

10.9kp【横田IC】
信号停止線 2台

18.0kp
幅員狭小 1箇所

10.9kp【横田IC】
急勾配箇所 ３箇所

【新規】

■施設配置計画図

国
に
よ
る
除
雪

：除雪権限代行区間
：線形不良（急カーブ、急勾配）
：仮橋、路肩狭小等
：凍結防止剤散布装置
：遠赤外線ヒータ
：ロードヒーティング



のと里山
空港IC

のと三井IC

穴水町役場
越の原IC

横田IC

輪島市役所

穴水IC

徳田大津IC

徳田大津JCT

のと里山空港

珠洲市役所

能登町役場

輪島市
門前支所

七尾市

志賀町

輪島市

穴水町

能登町

珠洲市

至 七尾市役所至 志賀町役場

○能越道・のと里山海道は、国で除雪することに加え、国道249号は国の権限代行による除雪支援を実施

○線形改良、融雪施設等の再配置及び新設、道路監視カメラの配置により、今冬も万全の体制を構築

■能越道・のと里山海道

・国による除雪

遠赤外線融雪装置

融雪施設の設置 カメラによる道路監視

・線形改良を踏まえた除雪運用

■国道２４９号

国による除雪支援 （大雪時）

直轄権限代行区間

凡 例

R7.12月末時点で通行可能見込みの区間

R7.12月末時点で通行止め継続見込みの区間

※ 太線は奥能登２市２町への主要ルート

（緊急車両※通行可能な区間を含む）

※ 緊急車両には、地元車両を含む

奥能登２市２町への主要ルートは、
各道路管理者が除雪実施

直轄権限代行区間

国道249号(沿岸部)の
通行確保箇所も除雪実施

能越道・のと里山海道を国で除雪 【継続】

道路線形改良

■のと里山海道・能越自動車道

国による除雪

直轄権限代行区間

■能越自動車道

直轄管理区間



○令和６年度よりのと里山海道に「予防的通行規制区間」を設定（R6は４回通行止めを実施）

○令和７年度も引き続き、取組みを継続

のと里山海道に予防的通行規制区間を設定 【継続】

予防的通行止め 規制状況

直
轄
権
限
代
行
区
間

の
と
里
山
海
道
（
県
管
理
）

能
越
自
動
車
道
（
直
轄
管
理
）

の
と
里
山
海
道
（
県
管
理
）

直轄権限代行区間

予防的通行
規制区間

予防的通行
規制区間

予
防
的
通
行
規
制
区
間

穴水IC

のと三井IC

徳田大津IC
徳田大津

JCT
高田IC

能越自動車道
（県管理）

国道249号
（県管理）

越の原IC

横田IC

のと里山空港IC
のと里山空港

別所岳SA

七尾市
赤浦町



○大雪のおそれがある場合に、記者会見を行い、出控えの呼びかけと注意喚起をSNS等でも実施

○交通障害発生時に関係機関が連携・協力して、情報発信を実施

○令和７年度より『ほくりくふゆみち情報』アプリで、新たに「のと里山海道」の配信開始

関係機関の連携・協力した広報活動 【継続＋追加】

概要項目

・高速道路

・直轄国道

対象路線
（種別）

・通行止め（開始・解除）
・走行不能車（発生・解消）
・チェーン規制（開始・解除）
・大型車チェーン装着指導

（開始・解除）

※上記はプッシュ通知（音声）で
通知。

情報発信する
事象

・ライブカメラ画像（にいがた
ライブカメラで提供している
画像を活用）

・通知詳細（通知情報履歴）
・管内道路管理者ホームページ

（道路障害提供ページ）
・注意喚起メッセージ（出控えの

通知等）

・Android ・iOS対象OS

■『ほくりくふゆみち情報』アプリの概要

模式図（案）
主な機能

■共同会見 令和７年度からの新たな取り組み

■SNSによる情報発信

Androidapple

その他、
アプリで提供
している情報



○令和７年度は昨冬に引き続き、自治体への道路除雪支援として、他の地方整備局が配備する小形除雪機も含め、必要

な台数を確保し無償貸し出しを実施

○さらに今冬は、小形除雪車の「引き渡し式」を実施することにより、地元自治体の機運醸成を図る

自治体道路除雪支援（小形除雪機の貸し出し） 【継続】

最大除雪幅 ： １.１０ｍ

最大除雪高 ： ０.６８ｍ

最大除雪量 ： １３７ｔ/h

R6年度小形除雪使用状況

■小形除雪機（ハンドガイド）の概要

備考台数貸出先

北陸地整の除雪機のほか、
他地整所有の除雪機１０台
を借用し、支援体制を確保

３３台
能登地域

（輪島市、珠洲市、
穴水町、志賀町）

２台予備車

（令和６年度は３５台貸出）３５台合計

■今冬の能登地域の自治体への貸出台数（予定）

全 長 ： ２.５４ｍ

全 幅 ： １.１０ｍ

投 雪 距 離 ： ２５ｍ

（珠洲市）（輪島市） （穴水町）



令和７年度
雪害対策等マスメディア説明会

金沢河川国道事務所（道路）からの情報提供

令和７年１２月１日

資料３



今冬の取組について

1



除雪の概要

2

体 制） 「北陸地方整備局防災業務計画書」に基づき、
１１月１日から、翌年３月３１日までの間、
「金沢河川国道事務所道路雪害対策支部」を設置し、
降雪・積雪・凍結等気象状況及び交通状況等に応じ、
「平常・注意・警戒・非常」の４ランクでの体制

除雪工区） 除雪作業は、加賀・能登・金沢の ３国道維持出張所
の各管理区間を「９工区」（９除雪ステーション）
で分担して実施

除雪区間） 直轄国道：国道８号・157号・159号・160号・470号
権限代行区間：のと里山海道・249号・470号

除雪延長）車道延長 246.9km(直轄国道210km、権限代行区間36.9km)

除雪機械） 除雪車 計１０２台

権
限
代
行
区
間



情報連絡本部会議（TV会議）
令和7年1月

・昨冬では情報連絡本部（TV会議）を４１回開催した。
（能登地域１７回、能登地域を含む県内全域２４回開催）

大雪が予想される時には関係機関が集まり情報連絡本部を開催して、通行止め情報や各機関の除
雪体制などを共有予定。昨冬は、能登地域を対象とした情報連絡本部を新たに設置

情報連絡本部の開催

今冬の各機関広報について
石川県LINE
令和７年１月９日にのと里山海道通行止め情報を広報

小松市 X
令和7年2月4日～6日に大雪による交通障害・通行止が
予想され、不要不急の外出を控えるように広報

能登復興事務所 X
令和７年１月９日に国道２４９号通行止め情報を広報

3

情報連絡本部会議（TV会議）
令和7年1月
金沢地方気象台からの説明



除雪計画の基本方針
「北陸地方整備局(R6.10)の道路の維持管理方針(案)」に基づき、下記基準で冬期道路交通の確保を行う。
除雪作業については、安全で円滑な冬期道路交通の確保を図り、大規模な通行止めが生じないよう、また、一定程度の旅行速度
が保たれるよう、「新雪除雪」、「路面整正」、「拡幅除雪」、「運搬排雪」、「歩道除雪」、「凍結防止剤散布」ごとに以下のとおり実施
する。能登地域の新設除雪は降り始めから早期に出動する予定。

新雪除雪は、５㎝～10㎝程度の
降雪量を目安として、さらに降雪
が続くことが予想される場合等、
道路交通に支障をきたすおそれが
ある場合に実施する。

なお、大雪時もしくは大雪が予
想される場合には、これによらず早期の除雪出動等適宜適
切な除雪作業を実施する。

路面整正は、連続降雪による
圧雪成長や路面残雪により、放
置すると道路交通の確保に支障
をきたすおそれがある場合、又
は、新雪除雪の実施が困難な場
合に実施する。

歩道除雪は、必要な区間にお
いて、歩行者の通行に支障があ
る場合に実施する。

運搬排雪は、堆積した雪によ
り必要な道路幅員の確保が困難
となり、引き続き除雪の増加が
予想される場合等、道路交通に
支障をきたすおそれがある場合
に実施する。

拡幅除雪は、堆積した雪により
必要な車道幅員が確保されておら
ず、道路交通に支障をきたすおそ
れがある場合、又は新雪除雪の実
施が困難が場合に実施する。

4

新雪除雪作業状況

路面整正作業状況

歩道除雪作業状況

拡幅除雪作業状況

運搬排雪作業状況

凍結防止剤散布は、路面の凍
結が発生しやすく安全な通行に
与える影響等が大きい区間を対
象とし、路面凍結が予想される
場合に実施する。なお、散布材
料は、塩化ナトリウムを基本と
し、散布量は15g/㎡程度（湿潤
式）を標準とする。

凍結防止剤散布状況



■目的
大雪時において金沢河川国道事務所が有する映像情報を、放送局に提供し、放送局が提供された映像を元に放送等に活用

し、道路利用者に対して道路の路面状況等の情報を伝えることにより、広域迂回や出控え等に役立てる事を目的とする。併せて
YouTubeに同様の映像を配信する。
■提供する情報
通行止めの記者発表するような大雪時に配信
（ＨＰで公開している箇所の北陸地整CCTVカメラ情報）
ただし、事件、事故、救出活動など個人情報が認知できるものは配信しない

■覚書 締結（映像情報の提供並びに放送等の試行実施について）
令和5年12月にNHK、北陸放送、石川テレビ、テレビ金沢、北陸朝日放送の5局と覚書を締結

■配信実績、今後の予定
令和7年2月4日（火）～2月5日（水）、令和7年2月8日（土） 、令和7年2月21日（金）～22日（土）
今冬も大雪の時には、配信を行っていく予定。

大雪発生から配信までの流れ
令和7年2月8日金沢河川国道事務所YouTubeライブ配信
石川県内道路CCTVを３０秒間隔でスクロール配信（穴水・県境九折・大田・山上郷大橋・

東山高架橋・牛の谷）

大雪時の道路CCTV映像配信・YouTubeライブ映像配信

5



広報活動 ～新聞・ラジオ・チラシによる注意喚起～

6

○ 雪道安全走行に関する注意喚起などを新聞広報、ラジオ、チラシで実施予定。

アクタス 令和７年１月号に掲載

「冬用タイヤ交換」「大雪通行止め」「安全運転」「車の必需品」など、１２パターンでラジオ放送を予定している。

『冬用タイヤ交換編』
国土交通省 金沢河川国道事務所からのお知らせです。
ドライバーの皆さん、冬用タイヤへの交換はお済みですか？
雪道をノーマルタイヤで走行するのは大変危険です。
まだ冬用タイヤに交換していない方は早めの交換をお願いします。

『大雪通行止め編』
国土交通省 金沢河川国道事務所からのお知らせです。

ドライバーの皆さん、大雪のときは北陸自動車道と国道８号を同時通行止めにする
ことがあります。
大雪のときは不要不急の外出をお控え下さい。

R7年度 大雪時の外出自粛チラシ

Ｒ7年度ラジオCM予定

放送：R7.12.1～R8.3.15

の月、水、金曜日

AM放送 ： 20秒×60回

FM放送 ： 20秒×60回

令和７年１月２２日 新聞広報



広報活動 ～Xによる道路利用者への情報提供～

○ 金沢河川国道事務所のX（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）アカウントにて、大雪による通行止め情報や
除雪状況写真などを提供する予定。

X（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）での昨年度情報提供の一例

7
【公式】北陸地方整備局防災みち情報（新潟県版）@mlit_gatamichiアカウント



8

ほくりくふゆみちアプリ



予防的通行規制区間

9※位置図に示す区間以外においても、降雪状況等により集中除雪を実施する場合があります。

高速道路

【凡例】

※赤囲みは金沢河川国道事務所管内

国が管理する道路において、大雪時に
急な上り坂で大型車等が立ち往生しや
すい場所等を選定し集中的、効率的に
優先して通行止めにより除雪を行う区間
で、金沢河川国道事務所管内では、７箇
所が指定されている。

直轄国道 予防的通行規制区間

直轄国道

予防的通行規制区間の内容



メディアとの連携について

10



広報・広聴の推進

11

道路利用者に向けた雪対策の啓発、降雪時の道路情報提供の充実を
図るとともに、マスメディアと連携し、適切な情報を道路利用者へ伝える
ことが重要。

道
路
利
用
者
等

① 記者発表 ① 新聞紙面

情報発信ツール（メディア）情報提供ツール（行政）

② ホームページ

③ 記者会見

④ Ｌアラート

⑤ ＳＮＳ

⑥ その他

② ホームページ

③ ニュース

④ 天気予報

⑤ L字放送

⑥ SNS

多様なツールを活用し、
メディアへ情報提供を実施

行政からの情報を基に発信



情報提供のツール（記者発表）
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【タイミング】
◆ 大雪に関する緊急情報発表時
◆ 通行規制実施時
◆ その他道路状況 等

【内容】
◆ 今後の気象予測
◆ 予防的通行規制区間に関する情報
◆ 過去の雪害状況
◆ 通行規制に関する情報
◆ 道路状況 等

① 記者発表による情報提供

大雪に関する緊急発表

概ね３～４日前に実施



情報提供のツール（ホームページ）
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② ホームページによる情報提供

【タイミング】
通常時
大雪時 等

【内容】
全国の地方整備局等が提供する
カメラ画像・道路情報・X
雪寒対策の基礎的な技術資料
各機関で作成した啓発用ポスター・チラシ

◆ 予防的通行規制区間 等

https://www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/yukinavi/

〇おしえて！雪ナビホームページ

ホームページ
カメラ画像



情報提供のツール（ホームページ）
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② ホームページによる情報提供

赤線部に
緊急情報が掲載されます

〇金沢河川国道事務所ホームページ（大雪に関する緊急情報等）

https://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/



情報提供のツール（ホームページ）
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② ホームページによる情報提供
〇みちナビ石川（雪道通行支援等）

https://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/

予防的通行止箇所（小松市、津幡町など）、
能越自動車道などのカメラ静止画像を公
開している。



情報提供のツール（記者会見）
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③ 合同記者会見による情報提供

【タイミング】
◆ 大雪となる地域、降雪量が予想された段階
（概ね２日前）

【内容】
◆ 気象情報（今後の気象予測）
◆ 不要不急の外出を控える呼びかけ
◆ 過去の事例紹介（発生した事象、画像）
◆ 雪に関する情報サイトの紹介
◆ 予防的通行規制区間に関する情報 等
（参考）過去10回実施
・令和２年12月28日
・令和３年 １月 ６日
・令和４年12月22日
・令和５年 １月20日
・令和５年12月 7日
・令和５年12月19日
・令和６年 1月 22日
・令和６年12月2日
・令和７年 2月3日
・令和7年 2月16日

・北陸地方整備局

・東日本高速道路
（株）新潟支社

・中日本高速道路
（株）金沢支社

・新潟地方気象台

・北陸信越運輸局

R7.2.16 大雪に関する記者会見

R7.2.3 大雪に関する記者会見



情報提供のツール（Ｌアラート）
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④ Ｌアラートによる情報提供

【タイミング】
◆記者発表を行う災害が発生した場合。

◆その他災害情報を緊急的に発信する必要がある場合（記者発表を待たずして情報を
発信する必要があると判断した場合）。

【内容】
◆ 通行止め・解除情報 等

【発信する文章例】
・○月○日○時○分より国道○号○○県○○市○○～同市○○間で実施している通
行止めは、大雪により更なる通行障害が予想されるため、○月○日○時○分より国道
○号○○県○○市○○～同市○○間に区間を延長します。
・○月○日○時○分より、国道○号○○県○○市○○～同市○○の区間で通行止
めを実施していましたが、○月○日○時○分に通行止めを解除しました。



情報提供のツール（ＳＮＳ）
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⑤ ＳＮＳによる情報提供

【タイミング】
大雪に関する緊急情報発表時
通行規制実施時
その他道路状況 等

【内容】
不要不急の外出を控える呼びかけ
現在の道路状況
通行止め・解除情報 等

○金沢河川国道事務所 X

https://twitter.com/kanazawaBousai

Xでの情報提供の一例

金沢河川国道事務所のXアカウントでは即
時性の高い情報を提供。
記者発表以外の道路情報も発信！
「フォロー」、「リポスト」をお願いします！

Xでは道路状況の画像を積極的に発信！
「国土交通省 金沢河川国道事務所 X」のクレジットを入れて
使用可能！



情報提供のツール（その他）
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⑥ その他の情報提供

R7年度大雪時の外出自粛チラシ

新聞広告バナー広告

【内容】
新聞広告
ポスター・チラシによる広報

◆ インターネットを活用した広告
（バナー広告）

◆ 道路情報板による広報
ラジオ広報 等

道路情報板



メディアとの連携
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道
路
利
用
者
等

① 記者発表 ① 新聞紙面

情報発信ツール（メディア）情報提供ツール（行政）

② ホームページ

③ 記者会見

④ ＳＮＳ

⑤ その他

② ホームページ

③ ニュース

④ 天気予報

⑤ L字放送

⑥ SNS

道路利用者へ不要不急の外出を控える行動につながる情報を伝える
ためには、マスメディアと連携した情報発信が重要。

行政からの情報を基に発信
多様なツールを活用し、
メディアへ情報提供を実施

ご協力を
お願いします



情報発信ツール（紙面）
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① 新聞紙面による情報発信

【提供内容（例）】

気象情報

冬道運転の事前準備の必要性

不要不急の外出を控える呼びかけ

過去の事例紹介（発生した事象、画像）

雪に関する情報サイトの紹介

QRコード、URL等の掲載

予防的通行規制区間に関する情報

通行止め・解除情報

大規模・長期間の事象に関するもの

迂回路情報

大規模・長期間の事象に関するもの

新聞、広報誌等の紙面を通じた情報提供

※イメージ

金
沢
市
内



情報発信ツール（ホームページ）
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【提供内容（例）】

気象情報

冬道運転の事前準備の必要性

不要不急の外出を控える呼びかけ

過去の事例紹介（発生した事象、画像）

雪に関する情報サイトの紹介

QRコード、URL等の掲載

予防的通行規制区間に関する情報

通行止め・解除情報

迂回路情報



情報発信ツール（ニュース、天気予報）
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③④ ニュース、天気予報等による情報発信

【提供内容（例）】

気象情報

冬道運転の事前準備の必要性

不要不急の外出を控える呼びかけ

記者会見での情報

過去の事例紹介（発生した事象、画像）

雪に関する情報サイトの紹介

QRコード、URL等の掲載

予防的通行規制区間に関する情報

大規模滞留が発生した情報

通行止め・解除情報

大規模・長期間の事象に関するもの

迂回路情報

大規模・長期間の事象に関するもの

ニュース番組での解説、情報提供

天気予報コーナーでの解説、情報提供



情報発信ツール
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⑤ Ｌ字放送による情報発信

【提供内容（例）】
不要不急の外出を控える呼びかけ
（大雪に関する緊急情報発表時）
チェーン指導情報

通行止め・解除情報
大規模滞留が発生した情報

Ｌ字放送による情報発信イメージ（令和３年１２月２６日）



情報発信ツール（ＳＮＳ）
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⑥ ＳＮＳ（X）による情報拡散
【拡散内容（例）】
気象情報
冬道運転の事前準備の必要性

不要不急の外出を控える呼びかけ
予防的通行規制区間に関する情報
大規模滞留が発生した情報
通行止め・解除情報
広域迂回情報

相互フォロー

国道事務所 メディア

▼▲▼▲▼▲▼▲さんが
リポストしました

フォロワーへ拡散



令和７年11月26日

メディア連携会議資料

海岸事業の取り組み

金沢河川国道事務所
海岸課

Administrator
テキストボックス
資料４




直轄海岸事業（水管理・国土保全局所管）

○高潮・津波による被害

１

○侵食による被害



石川海岸の概要

石川海岸

金沢市と白山市境～尼御前岬に至る、延長29.982kmの区間

沿岸市町村

加賀市、小松市、能美市、白山市

能美市

白山市

小松市

加賀市

うち、直轄海岸工事施行区域延長：17.518km

２



美川工区における汀線位置の変化状況

・石川海岸では、厳しい冬季風浪で沖合に土砂が流出したこと等により侵食が進行しました。
・美川工区では、昭和22年から昭和44年（離岸堤整備開始当時）までに約100mもの汀線が後退するなど、石川海岸全域において
著しい侵食が発生していました。
・過去より厳しい冬季風浪等で数多くの堤防決壊、越波による海岸堤防内部の空洞化が発生、天端陥没等の災害を数多く受けてき
ています。

約100mの汀線後退

- -：昭和22(1947)当時の汀線位置

昭和44(1969)年撮影

昭和22(1947)年撮影

石川海岸における事業開始以前の汀線位置の変化状況

天端陥没
（平成14年1月 片山津工区）

堤防倒壊
（昭和55年１月 根上工区）

堤防決壊
（平成12年1月 小松工区）

約100m後退

2石川海岸の災害 ３

高潮

（平成26年12月 松任工区）



６

・ 海浜安定効果、波浪減衰効果を維持しつつ、景観に配慮した人工リーフの整備を平成２年から実施しました。
・ さらに、小松工区では①優れた消波効果、②水位上昇量の低減、③コスト縮減を目的とした新型人工リーフを平成１６年より整備
し、令和５年に全１５基の設置が完了しました。

１基目
トラップ式
ダブルリーフ ２基目

アバロン

３基目
アバロン

４基目
アバロン

５基目
アバロン

６基目
アバロン

７基目
凪

８基目
凪

９基目
凪

１０基目
凪

１３基目
凪

１４基目
凪１１基目

凪

１２基目
凪離岸堤（石川県施工）

離岸堤（石川県施工） １５基目
凪

人工リーフ構造の変遷

新型人工リーフ
の効果

ダブルリーフ据付

アバロン据付

海岸保全施設の整備（人工リーフ） ４



水防警報を行う海岸の範囲 約30km（うち、直轄施工区域17.518km）

白
山
市
八
田

尼
御
前
岬

○水防警報とは
水防法第2条第7項
洪水又は高潮によって災害が発生するおそれがあるとき、水防を行う必要がある旨を警報にて発表。

○水防警報海岸とは
海岸管理者が水防管理団体（石川海岸の場合、白山市、能美市、小松市、加賀市）に対し、
水防活動を行う必要があることを警告するため、待機、準備、出動など基準となる情報発信を行う
海岸です。石川海岸は平成23年3月31日に指定されました。

○水防活動とは
越波による浸水等が発生したとき、人命や財産を守るため、その地域に住んでいる人々が様々な
技術で被害を最小限にくい止めようと活動することを水防活動という。

○石川海岸の水防警報を行う海岸の範囲は
白山市八田地先から加賀市尼御前町までの約30ｋｍ（うち、直轄施工区域17.518km）

水防警報海岸とは ５



盛土

水防警報の基準と内容

水防活動について

砂丘の切れ目（松任工区）

アンダーパス（松任工区）

○越波した海水は、砂丘の切れ目やアンダーパスから背後地に流れ込む。
○海岸護岸に近づいての水防活動は二次災害の危険性が高いため、実施しない。

⑦
⑥ ，⑤，④，③

② ①

石川海岸 水防警報海岸指定範囲

⑧
⑩ ⑨

⑧ ⑦

⑥，⑤，④，③ ② ①

：国区間

：県区間

⑫，⑪

水防活動の実施が必要な箇所（重要水防箇所）

砂丘

５
６



※写真提供：白山市危機管理課

【平成26年12月2日 冬期風浪時の例 1日 23:20に水防警報（待機・準備）を発令】
重要水防箇所②（白山市松任相川新地先）で確認された事象
波浪により土砂が河口付近に堆積し，背後地の河川が溢水，水防団による土のう積み実施
※当時は水防団による活動のほか，七ヶ用水からの流入を閉鎖措置

⑧
⑩ ⑨

⑧ ⑦

⑥，⑤，④，③

②

①

：国区間

：県区間

⑫，⑪

H26.12.2  正午頃 河口付近（奥が海岸域）

H26.12.2  午後 水防団による土のう積み（右側が水防団による土のう積み直し後）

冬季風浪による浸水事例 ７

H26.12.2  正午頃 上流側（集落）



１４

• 冬季風浪を迎える時期には、関係機関のみなさんとともに、迅速な水防活動及び防災情報の伝達を目的とした重要水防箇所
の合同パトロールや情報伝達演習（机上）を実施し、備えを万全にしています。

• また、海岸愛護や海岸保全施設点検等について、地域の方々とともに取り組んでいます。

海岸愛護・美化活動や海岸保全施設の点検等を海岸管理者と協力し取り組んでいます。

海岸愛護・美化活動 手摺のガタつき点検

■高波災害時における迅速な防災情報の伝達演習

石川海岸における海岸協力団体 （白山市セーリング協会(H29.3.19指定)，活動エリア：松任工区）

片山津工区で立入禁止措置の
想定箇所を確認

小松工区の海岸沿いを確認

・日 時：令和6年11月11日(月)
・参加者：8機関約30名
・場 所：各関係機関において机上
・演習内容：関係機関との情報伝達、webを活用した関係機関との

情報共有、緊急復旧工法検討、迅速な広報活動

Webを活用した関係機関との情報共有会議

所内での情報共有状況

Web活用

水防活動の実施が必要な箇所（重要水防箇所）

■重要水防箇所合同パトロール

・日 時：令和6年10月31日(木)
・参加者：8機関27名
・場 所：加賀市～白山市

排水溝等の点検 斜路の点検

高波災害への備え（重要水防箇所パトロール・伝達演習） ８



水防活動時等の情報提供 石川海岸

金沢河川国道事務所ホームページから閲覧する場合

「川の防災情報」 のホームページから、波高・風速データ、ＣＣＴＶ映像等が閲覧可能

リアルタイム「川の防災情報」
クリック

HP画面を
下へ移動

観測所名から検索で「徳光」を入力

「水質・海岸・積雪深観測所」

「徳光」

海象情報（徳光）

ライブ映像（徳光）

（参考）海象データ・CCTV映像の閲覧方法 ９



海岸用ＣＣＴＶカメラ設置箇所 石川海岸

CCTVを活用した情報共有

●白山市役所

●加賀市役所

現地の情報を安全・継続的に得るため、
CCTVの活用は有効。

●能美市役所

●小松市役所

●石川県庁

●金沢市役所

小松海岸 ふれあい健康広場

小松海岸 草野地区

梯川河口

根上海岸 山口地区

根上海岸 浜地区

根上海岸 加賀舞子地区

根上海岸 吉原釜屋地区

美川海岸 小舞子地区

美川海岸 美川永代地区

美川海岸 鹿島地区

松任海岸 松本地区

松任海岸 小川地区

松任海岸 C.C.Z

松任海岸 相川新地区

松任海岸 倉部地区

片山津海岸 篠原地区

片山津海岸 塩浜地区

小松海岸 浜佐美地区

（参考）海岸用CCTVカメラ設置場所 10
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